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小学生女子の休息行動とHealth Locus of Controlとの関連

吉田 由美 高木 廣文

目的　健康づくりの3要素の1つに休養があげられている。また，働きすぎ，ストレス社会などを背景に休

養に対する関心が高まってきている。著者らは児童とその母親を対象に，日常の予防的健康行動と

Health Locus ofControl（HLC）の関連とこれらの母子間の関連を明らかにするために，3年毎に同一対

象を継続的に調査している。今回は，休息行動とInternal HLCの関連を女子の場合について，3年生

時点と6年生時点の調査を基に報告する。

方法　1991年に小学校3年生とその母親を対象に第1回調査，3年後，6年生時点で同様に第2回調査を実

施した。対応のついた女子児童104人を分析の対象とした。休息行動は疲労時の休息の実行状況を設問

した。HLCは児童にはParcel＆Meyerの児童用HLC尺度の翻訳版，母親には堀毛の日本版HLC尺

度を用いて測定した。今回は児童に焦点を当てて解析した。

成績

1．3年生時点と6年生時点の休息行動の一致性は低く，3年生時点の方が6年生時点より，休息行動の

実行頻度が高い傾向があった。

2．主観的健康状態と休息行動には有意な関連が認められた。

3．休息行動が「自分の健康に関係ある」と考えている群は「自分の健康に関係ない」と考えている群よ

りも，疲労時に休息をとっていた。

4．Internal HLC得点は3年生時点より6年生時点が有意に高く，Internal傾向の上昇を示した。

5．3年生時点で「いつも」休息をとっている群は「その他」の群より3年生時点のInternal HLC得点

が有意に高く，また，6年生時点で「いつも」休息をとっている群は「その他」の群より3年生時点の

InternalHLC得点が有意に高かった。

6．児童と母親の休息行動の一致性は低かった。児童と母親のInternal HLC得点には相関関係は認めら

れなかった。

結論　小学生女子の休息行動とInternal HLCに統計学的に有意な関係が認められた。3年生時点ですでに

Internal傾向が強い児童はこの特徴を維持して成長し，セルフケアとして疲労時には休息をよくとる傾

向があることが示唆された。
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